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令和元年度 事 業 報 告 

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで 

特定非営利活動法人メロディハウス    

 

Ⅰ．障害福祉サービス事業 

１．開園の状況 

（１）開園日 

 ・ハーモニー（生活介護）  ２７６日 

     ・ひまわり （児童発達支援事業）           ２４０日 

                   （放課後等デイサービス事業） ２８９日  

  〇４／３０（火）・５／１（水）・５／２（木）特別開園 

（２）休園日 

 ・ハーモニー（生活介護） 日曜日・祭日   

     ・ひまわり （児童発達支援事業） 土曜日・日曜日・祭日            

              （放課後等デイサービス事業） 日曜日・祭日  

 ・日中一時支援事業 日曜日・祭日  

    お盆休み    ８月１３日～８月１６日 

            年末年始休み  １２月２９日～１月 ３日 

 〇 臨時休園 １０月１２日（土）台風１９号の為 

（３）開園時間 

 ・ハーモニー（生活介護） ９：００～１６：００   

     ・ひまわり （児童発達支援事業） ９：３０～１７：３０            

             （放課後等デイサービス事業）  

月曜日～金曜日（放課後）１１：００～１８：００ 

  土曜日及び長期休暇 ９：００～１７：００  

〇 放課後等デイサービスは、新型コロナウィルス感染防止対策のため、３／１～土

浦特別支援学校、３／４～土浦市立小学校、３／６～かすみがうら市立小学校が

春休み前まで臨時休業となり、長時間開設日（土曜日は除く）とした 

 ・日中一時支援  月曜日～金曜日 ９：００～１９：３０ 

  土曜日及び長期休暇 ９：００～１７：００  

２．活動内容 

（１）ハーモニー（生活介護） 

 令和元年度も室内活動を中心とする班と屋外活動を中心とする班に分かれた。さらに、

室内活動を中心にする班は、受注作業を行うグループと、個別学習や体力作りに力を入れ

て行うグループに分かれた。屋外作業を中心に行う班は、季節の野菜作りや竹林や園庭の

整備を行い、タケノコの出荷を行った。室内活動で受注作業を行うグループは雑誌の袋詰
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め、花の種の選別を主に行った。個別学習や体力作りでは、本人のペースに合わせ、日課

の中でＡＤＬや体力の維持・向上を目指したプログラムを取り入れた。 

 全員に個別学習の時間を設け、目標や計画に合わせて学習や買い物、着替えの練習など

を行い、さらに制作活動でビーズアクセサリーやアイロンビーズ、ペーパーログなどをメ

ロディまつりに向けて作品を作った。 

 令和元年度も音楽教室やお茶教室、クラブ活動やレクリエーションなどの余暇支援の充

実、さらに、土曜日も開設し、平日とは違い仲間と過ごす休日として、調理やレクリエー

ションなどを多く行ない、楽しみを提供した。音楽では発表会参加やメロディまつりでの

発表を通し、達成感や充実感を得ることができた。 

 体力や健康維持・増進のため、毎日身体を動かす機会を設け、体重や血圧の変動をチェ

ックした。 

 土浦特別支援学校の生徒の卒業後の参考として、事業所説明会の参加や現場実習生の受

け入れ、また、校外学習としての施設見学の受け入れを行った。 

（２）ひまわり 

 ア．児童発達支援（未就学児） 

①音楽療育        通年 （学校の春休みと冬休みの期間のみ休止） 

 お子さまの発達段階や特性に応じた少人数のグループの中で、それぞれの課題やニーズ

を盛り込んだ活動プログラムを作成して支援を行った。人との関わりや社会性、感覚や運

動へのアプローチを軸に、集団生活スキルを高めていった。 

②個別療育        通年 

 個々の発達特性や課題に応じたプログラムを設定し、１対１の関わり合いを通して、こ

とばや認知、コミュニケーションの力が高まるよう支援をした。実施後は保護者に支援内

容の報告や助言などを行った。 

③小集団療育        通年 

 主に特別支援学校への入学を希望している年長児を対象に、学校場面を想定した日常生

活動作について支援した。特にそれぞれの身辺スキルの状況について確認し、就学後に「で

きること」を増やすとともに、どのような支援がどれくらい必要なのか等について事業所

として見立てを行った。 

④その他 

児童発達支援ガイドラインに記載されている支援内容を目指し、本人の発達支援だけで

なく、家族支援や地域支援も意識して取り組んだ。 

・家族支援  保護者の不安や困り感を受け止めつつ、お子さまの状態について前向き

に捉えていけるような働きかけをするように努めた。また、保護者同士で顔を合わ

せる機会となるよう、食堂を療育中の待機場所とした。 

・地域支援 利用中のお子さまが就園または就学するタイミングで、「就園（学）時

移行支援シート」を作成し、これまでの支援内容や必要と思われる支援、また今後

予想される状況などをまとめて、就園先または就学先に提出した。特に環境の変化

が大きい「就学時の移行支援」に関しては、直接就学先を訪問して担任の先生に内
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容を伝達し、切れ目のない支援を目指した。また、関係機関との連携を目的として、

就園先を訪問して集団場面の行動観察や保育士からの聞き取り、支援計画の説明な

どを通して情報共有を図った。 

イ.放課後等デイサービス（学齢期） 

① 生活能力向上に必要な訓練 

②  学習指導 

③ 余暇活動の提供 

発達に遅れや心配のある児童・生徒に対し、集団生活に適応できるように学習指導、児

童クラブとの交流によるコミュニュケーションの習得、長期休暇に体験学習（外出訓練）、

おやつ作り（パンケーキ作り）、おにぎり作りや余暇活動等の支援を行った。また、音楽療

法士による音楽活動を行い、その成果を行事（メロディまつり）で発表し保護者の皆様に

見ていただき好評を得た。 

関係機関との連携について、担当者会議（相談支援事業所、サービス提供事業所、保護

者様）に出席し、情報共有及び共通支援の方向性を確認することができた。 

（３）日中一時支援事業 

家族の就労支援等を目的として、利用者の日中における活動の場所を確保した 

３．利用人数（各サービスの延べ利用人数は別紙のとおり） 

在籍利用者数（令和２年３月３１日現在）  ハーモニー     ２１名 

   児童発達支援      ４６名 

                     放課後等デイサービス  ３０名 

４．令和元年度 行事実施内容 

各部門の実施行事は別紙のとおり 

 

Ⅱ.児童クラブ（放課後児童健全育成事業）（かすみがうら市補助事業） 

１．開園の状況 

（１）開園日 児童クラブ１  ２７７日 

 児童クラブ２ ２５１日 

 〇 土曜日は利用児童数が少ないため、１クラブの開園とした 

  〇 ４／３０（火）・５／１（水）・５／２（木）特別開園 

（２）休園日 

 日曜日・祭日 

お盆休暇       ８月１３日～８月１６日 

年末年始休暇   １２月２９日～  １月３日 

 〇 臨時休園  １０月２２日（土）台風１９号のため 

 （代替開設日として１０月２２日（火）利用時なしの為休園） 

（３）開園時間    

学校登校日 下校時  ～１９：３０ 

土曜日   ８：００～１７：００ 

学校休日  ７：３０～１９：３０ 
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 〇 ３／６（金）～３／２４（火）は新型コロナウィルス感染防止対策の為、小学校

臨時休業となり、７：３０～１９：３０開園（土曜日を除く） 

 

２．活動内容 

 メロディハウス児童クラブは、保護者が就労などにより昼間家庭にいない児童を対象に、

放課後の居場所を提供しつつ、地域及び関係機関との連携を図りながら、学習支援や異年齢

児との交流活動、自然とのふれあいなどを通し豊かな心をはぐくむことを目的として活動し

ています。 

① 遊び・体験 

・長期休業中に食品工場見学に出かけ、身近にある食品の製造過程等を学び今後の食生

活に活かした。 

・トマト苗をプランターで育て、野菜への興味関心を高め、また、収穫の楽しさ、食べ

る喜びを体験した。 

・あじさい館図書館など公共の施設を利用し、ルールやマナーを学んだ。 

・茶道教室 

② 学習 

・一日の中で学習の時間を設け、学校の宿題やその他教材を用いて自主的・計画的に学

習に取り組んだ。 

③ その他 

・事業所全体で取り組む「メロディまつり」に参加。手話による歌「世界中の子どもた

ち」（全員参加）・よさこいソーラン・ダンス「惑星ループ」を発表し、保護者の方々、

地域の方々に見ていただいた 

３．月別初日在籍児童数および月別開設日数 ＊（）内数字は障がい児童数 

メロディハウス児童クラブ１ 

    4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

1年生 3(1) 

 

3(1) 

 

3(1) 3(1) 3(1) 

 

3(1) 

 

3(1) 

 

3(1) 

 

3(1) 3(1) 3(1) 

 

3(1) 

2年生 4(1) 

 

4(1) 4(1) 4(1) 4(1) 4(1) 

 

4(1) 

 

4(1) 

 

4(1) 

 

4(1) 4(1) 

 

4(1) 

 3年生 9(3) 9(3) 9(3) 9(3) 9(3) 9(3) 

 

9(3) 

 

9(3) 9(3) 

 

9(3) 9(3) 

 

9(3) 

 4年生 4 

 

4 

 

4 

 

4 

 

4 

 

4 

 

4 

 

4 

 

4 

 

4 

 

4 

 

4 

 5年生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

6年生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 20(5) 

 

（2） 

20(5) 

 

20(5) 

 

20(5) 

 

20(5) 

 

20(5) 

 

20(5) 

 

20(5) 20(5) 

 

) 

20(5) 

 

) 

20(5) 

 

) 

20(5) 

) メロディハウス児童クラブ２ 

    4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

1年生 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 

 

1 1 

2年生 0 0 0 1 2 

 

2 2 2 2 

 

2 

 

2 2 

3年生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

4年生 2(1) 

 

2(1) 

 

2(1) 2(1) 2(1) 2(1) 2(1) 2(1) 2(1) 2(1) 2(1) 2(1) 

5年生 7(1) 7(1) 7(1) 7(1) 7(1) 7(1) 

 

7(1) 

 

7(1) 

 

7(1) 

 

7(1) 7(1) 7(1) 

6年生 1 

 

1 

 

1 

 

1 1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

 

1 1 

合計 10(2) 

 

10(2) 

 

10(2) 

 

11(2) 

 

13(2) 

 

13(2) 

 

13(2) 

 

13(2) 

 

13(2) 

 

13(2) 

 

13(2) 

 

13(2) 
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令和１年度開設日数  年間開設日  児童クラブ１ ２７７日  児童クラブ２ ２５１日 

    4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

クラブ 1 22 日 21 日 20 日 26 日 22 日 23 日 24 日 24 日 24 日 23 日 23 日 25 日 

クラブ２ 25 日 24 日 24 日 22 日 17 日 19 日 21 日 21 日 20 日 19 日 18 日 21 日 

 ４．行事実施内容 

 別紙のとおり 
 
Ⅲ.生活困窮者学習・生活支援事業（かすみがうら市受託事業） 

１．実施日・実施時間及び実施回数  

 毎週土曜日    １３：００～１６：００ 

 （長期休暇は水曜日も実施） 

 年間 ４８回 実施 

〇 ３月は新型コロナウィルス感染防止対策の為、実施なし 

２．活動内容 

① 学習支援 

・個別カリキュラムを作成し、学習の習熟状況に応じて学習支援をし、教科書中心の学習

をした 

・学校での学習の補習＝学校での教材・教科書を中心にワーク、問題集を準備した 

・高校受験への対策 ＝個別指導による苦手科目支援、また、３学期には県立高校入試過

去問題集を中心に行った 

・基礎学力の習得  ＝宿題の習慣づけ及び学び直しを行い、基礎学力を定着させた 

・筆記用具等、学習用具は事業所が準備し、学習に取り組みやすい手立てをとった 

② 生活支援 

・日常生活の相談・支援や居場所としての役割も果たせるよう、生徒の話し相手となり、

家庭、学校とは違う大人と話す機会ととらえ、子どもの声に耳を傾けるようにした 

・他人に対する信頼感の醸成＝くつろげる空間の提供、支援員はよき理解者として悩み相

談を行った 

・希望者には送迎を行い、利用生徒が通いやすい環境を作った 

・将来の意欲向上 ＝学習に対する支援のほかに、必要に応じて進路選択の相談に応じた。

また、進学に必要な奨学金等公的支援に関する情報提供を行った 

３．利用生徒数 

    実利用人数        ２２名 

    延べ利用人数      ４３５名 

 

Ⅳ. 保護者対象・事業所内 研修（子育て科学アクシス 出張ワーク） 

６月１２日  自己理解から他者理解（上岡先生）  （職員 １４名参加） 

９月１９日 大人と子どもの「食の困った」に答えます（成田先生）（保護者５名・職員１０名参加） 
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Ⅴ. 事業所内における事故・ヒヤリハット・苦情・相談等の件数報告 

毎月の部門長会議において各部門において報告書を作成、情報共有している 

 

   平成３１年４月から令和２年３月 

 事故報告 ヒヤリハット 苦情 相談等 

ハーモニー ４６ ２４ １ ０ 

児童発達 ９ ３２ ０ ０ 

放課後デイ ４ ２０ ３ ０ 

児童クラブ ８ ４１ ５ ２ 

学習支援 ０ １ １ ０ 

計 ６７ １１８ １０ ２ 

 

 

  事故 月別件数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

ハーモニー ４ ３ ９ ４ ２ ８ １ ３ ３ ２ ６ １ ４６ 

児童発達 ３ １ ２ ０ ０ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ９ 

放課後デイ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ４ 

児童クラブ ０ ０ ０ ０ ４ ０ ０ １ ０ ０ ２ １ ８ 

学習支援 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

ヒヤリハット 月別件数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

ハーモニー ０ ０ ３ １ ２ ３ １ ６ ４ ２ １ １ ２４ 

児童発達 ３ １ ７ ２ １ ５ ４ １ １ ４ ２ １ ３２ 

放課後デイ ０ ０ ４ ３ ３ １ １ ０ ３ １ １ ３ ２０ 

児童クラブ ０ ０ ３ ７ ０ ８ ５ ０ ６ １ ６ ５ ４１ 

学習支援 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

苦情 月別件数 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

ハーモニー ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

児童発達 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

放課後デイ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ３ 

児童クラブ ０ ０ ０ ０ ０ ３ １ ０ １ ０ ０ ０ ５ 

学習支援 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 0 １ 

 

 

 



- 7 - 

 

Ⅵ.その他 

 １．理事会・総会 

  ５月１８日 ２０１９年度通常理事会 

  ５月１８日 ２０１９年度通常総会  

２．理事・委員 委嘱 

 渡邉理事長 かすみがうら市社会福祉協議会 理事 

   かすみがうら市地域自立支援協議会 委員 

   かすみがうら市国民保護協議会 委員 

   かすみがうら市防災会議 委員 

   かすみがうら市都市計画審議会 委員 

 根目沢施設長 かすみがうら市社会福祉協議会 評議員 

   かすみがうら市地域自立支援協議会 会長 

   かすみがうら市手をつなぐ育成会 会長 

 ３．その他 

（１）日本財団送迎車（日産セレナ）整備 

 日本財団助成金  １，５６０，０００円 

（２）寄付等  

 ・ハーモニー親の会様   ９，５００円 

  ・株）ジュピター様 おやつ用菓子 多数 

（4/5・4/26・5/1・6/4・7/4・8/26・10/17・12/20・1/16・3/11） 

・ローソン様からおにぎり５０個（３／２４）児童クラブ 

 コロナウィルス感染対策小学校臨時休業中の保護者の負担軽減の為に寄付された 

（３）日本財団自動販売機 （日本財団へ寄付） 

２０１９年度寄付金 ８，７７０円（１本につき１０円が寄付金となります） 


